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応用物理　第７４巻第一号（２００４年１月号）

宮崎巡著「科学技術立国を支える研究者・技術者の人材像」
１．はじめに

筆者は文系出身者で、応用物理学会とは全く無関係な業界の者ですが、関連性をさがすとすれば、１５年以上に渡り技術者、研究者の方々を様々な企業に紹介したり、進路相談に乗ったりしてきました。また多くの大手企業、中小企業、ベンチャー企業、外資系企業、海外企業の人事担当者、経営者などと仕事をしてきました。その中で、かなり包括的な視野で企業社会と技術者、研究者の関係を把握出来るようになりました。

私は対人関係のポリシーとして、あらゆる社会的通念や権威に囚われず、全て一個人として平等に対応してきました。どんな偉い先生も、世間に名も知れない方も私にとっては全く同じで、本当に実力が備わった人材であるかどうかと言う一点に関心がありました。現在筆者は１万１千人以上の技術専門家ネットワークを構築し、様々な人や企業の出会いをコーディネートしております。このような経験を通して、これからの科学技術立国を支える人材とは、どんな人物であるかについて、考えていることを述べさせて頂きます。

２．現在および近未来の人材像

２－１日本の若者が置かれている状況

現在の日本人の若者が置かれて状況はどんなものなのかについて、考えられた事がありますか。私が想像したことは、これからは国際競争社会と言う共通リングに上げられ、日本語と言うプロテクターを外され、英語を使用言語とし、素手で殴り合うと言う、かなり残酷なイメージです。そんな場合、勝敗を左右するものは何だと思われますか？決め手は本人が持っている生命力だと私は思うのですが、筆者が悩むのは、どうしたら自分の息子達に生きる力や、やる気を持たせる事が出来るだろうかという事です。いくら親と言っても、こればかりは何とも致しがたく、ただひたすら可愛い子には旅をさせろの気持で見守ることしか出来ません。

２－２これからの時代に求められる人材の基本的資質

従来、人材を論じる時、専門的な能力を重視する傾向がありましたが、その前に本人の人的・内面的な事が重要だと私は考えております。しかし、日本においては内面的な事項をどのように捉え、それをどのように評価するとかという事があまり重要ではなかったように思われます。これは日本社会が戦後、社会的な要請により均質的な人材を育んできたので、人的・内面的な事柄を、それほど重視しなくても良かったと言う歴史的な背景があると思います。しかし、そのような時代は終わりを告げており、これからの時代は成長を創造出来る個性豊かな人材が求められています。

ここで、これからの時代に求められる人材の人的・内面的な特徴はどのようなものであるかについて考えると、その基本は社会生活であると言えます。社会生活とは他人とのつき合いです。つまり、極あたりまえの社会的常識人であることが第一で、対人関係を円滑に進められると言う事が社会生活の基本的資質です。これが円滑でないと何事においても軋轢を生じてしまいます。ここで求められる資質とは人の話をきちんと聞ける、相手の立場にたって自分の事を分かりやすく説明する事が出来る事などです。

３．人材として考えた研究者・技術者

３－１研究者・技術者として理想の状況

研究者・技術者として理想の状況とは如何なるものでしょうか？　筆者自身は人材に職場を提供する立場の者として長年関わってきましたが、私が考える理想の姿とは、本人が望めば何時でも希望する最高の環境が大学、国、企業、海外から提供される状態にある事であり、特定の職場・職位に居る事ではないと考えております。つまり本人の希望次第で本人の望む道に、思うがまま進む事が出来る。これが理想の姿だと考えています。

３－２理想の状況に近づくためには

いつでも様々な所から受け入れを求められる人材になるためには、何が必要なのか。これは考えてみれば単純な事で、社会が必要とする事を提供できる人材に成ることだと思います。ところが、この点を勘違いしている方が多いように見受けられます。大学を卒業し企業に入社する方の多くが研究所への配属を希望します。それ自体は何も問題にするつもりはありませんが、多くの方々は、その後研究所を離れる事に大きな抵抗感を抱かれます。工場など現場に出される事は、ある種の左遷であり、恥ずかしい事だと考える方を何人か見て来ましたが、これは間違った考え方であると思います。

研究所の中で自分の好きな事だけをしている事が一番良いと考えている方が多くいますが、これらの方々がどうなったかというと、経営者側から研究所は結果の出ない研究に人と時間と費用をかけているとの批判を受け、一律的に研究費と人員を削減されるという結果を生みました。研究所はその存在意義を常に意識しつつ、時代の先を読んだ研究を進める自由な場所であるべきだと思いますが、研究所も経済原則の中に存在しており、自由を獲得するためには、当然それなりの意識、努力と結果が求められ、これは研究者にも当てはまります。

４．人材の評価

４－１人物鑑定

ここで少し話題を変えて筆者の専門である人物鑑定について触れて見ます。人物鑑定で重要なのが、人物の人間性や感性などです。人物鑑定術を体得するにはコツがあります。一番基本的な事は勿論なるべく多くの人と会うことです。それから人と会った時は自分をさらけ出し、相手の懐に飛び込まなければなりません。自分が警戒していると相手に警戒を察知され、表面的な事しか掴みとれなくなりません。筆者の人物鑑定とは直感で相手の本質を見抜く事です。そして私が心がけていることは、人とつき合うとき騙される事を恐れない事です。騙されたくないと言う気持が強いと相手も警戒するので、懐には飛び込めません。敢えて騙されるかもしれない危険を沢山経験して始めて鑑定眼は育つのです。

４－２人物鑑定・評価の実例

それでは人物鑑定・評価の実例をご紹介します。関西に住むＳ氏は一見したところ、どこにもいそうな６０歳過ぎのおっちゃんです。彼は長年コンピューターの世界で生きてきたが、１５年程前から独自の自動プログラミングソフトとマシーンを制作してビジネスを追求してきました。彼のホームページには盛り沢山に彼の製品やサービス内容が書かれており、沢山の方がアクセスしています。筆者は彼に着目し、色々な方に紹介しましたが、はかばかしい反応はありませんでした。通常、人は自分の知識の範囲で相手を評価しようとします。しかし、相手が自分の理解力を越えていたらどうしますか。通常そのような場合、相手に高い評価ポイントを与えようとはしませんが、それは当然なことでしょう。なぜなら評価出来ないのですから。

筆者の場合は皆様と異なり技術畑ではないため技術的専門性はありませんので、技術内容で相手を評価しようとは思いません。相手が誠実な人間であるか、何を考えているか、何を目的に生きているかなどで判断しようとします。筆者の判定では彼は少し変わった所があるけれど、信頼出来る人物であるということでした。そして、このような状況も変わろうとしています。彼を海外の企業が高く評価しており、ついに資金を獲得する可能性が出てきました。彼は資金を入手したら、自分が苦労した事を糧に、優れたシーズを持った個人の開発を支援するエンジェルになろうとしております。

５．企業と人材

５－１人材が採用される理由

人材が採用される理由は、本人の好きな研究に打ち込んで欲しいということで採用されたわけではありません。一般には研究を通じて会社・社会に貢献して欲しいという事が採用理由です。本当に自分の好きな事だけやりたいのであれば、会社に入らずに一人でやれば良い訳ですが、一人だと研究設備も資金も何もありません。ましてや給与は誰も支払ってくれません。給与は労働の対価・期待値として支払われている訳です。ここで大事な事は自分がやりたい事と、会社が自分に期待する事、会社の発展に寄与する事などをどのように合致させるかということが重要です。この視点を持たないで仕事をしていると、運不運だけで将来が左右されるこのになります。つまり、たまたま担当した研究テーマが当たった方は出世コースへ、そうでなかった場合は出世コースからはずれて行くことになります。

５－２自分の希望と会社の期待を合致させるためには

では自分の希望と会社の期待を合致させる為には何が必要なのでしょうか。それにはまず会社の事を十分に理解する必要があります。会社の保有技術、生産技術、販売力、営業力、経営力などを理解することは研究所に閉じこもっていては無理です。私の持論は、社員はすべからく会社の全部門でのＯＪＴ（On the Job Training）的な体験はしておくべきだというものです。これらを通じて自分の会社は何をどのように扱って収益を得ているのかを知る事により、自分が得ている給与の意味と価値が把握出来るようになるはずです。

特に研究所の方にとり、製造部門と販売部門での経験は必須と思います。現場のニーズ情報を研究テーマまで絞り込む事は楽では無いはずですが、この過程を自分の創意工夫で挑戦する事が大事です。なによりも重要なのは、そのような思考回路を形成し、全体を見渡す目で研究開発と現場とを結びつける習慣を獲得する事です。研究開発においても様々なビジネスにおいても、現場重視は使い古された言葉ではありますが、常に真理でもあります。

５－３風通しの良い会社

様々な部門の仕事を体験する事は個人の希望だけでは困難で、会社全体の人材育成システムとして定着している必要があります。さらに部門間の敷居を低くし、情報の流通が各部門間で活発に実施される風通しの良い会社であることが大事です。では、もし会社の風通しが悪かったらどうするのかと言うことですが、例えば同期入社の各部門の社員とのネットワークを独自に構築し、情報交換をするような手段が考えられます。いつも最高の条件が提供されるとは限りません。不足するものは会社頼みにしないで、自分の工夫で獲得する事を憶えるのも自分を磨く上で大事な事です。

５－４現在の環境の難しさ

現在の研究開発の状況は、益々厳しくなっていると思います。確かに高価な研究措置などは購入してくれるかもしれませんが、優秀な研究助手は与えて貰えなくなり、全ての事を自分で処理する必要性が増しています。

内外の情報に目を光らせながら着実な成果を期待されるプレッシャーにさらされている訳で、そこへもって成果主義の賃金体系を研究部門にも適用する所も出てきて、研究の過程を説明する為の資料作りなどに多大な時間を割かなければならないことは、不合理な事だと思われます。実際にはこのような不合理な面が多く生じています。しかし不合理を嘆くことからは何も生まれません。ここは創意と工夫と知恵で乗り越えるしかありません。それでも問題がどうしても解決出来ない時は、自分のキャリア設計と現在の仕事の整合性を考える必要があります。

６．自己投資

６－１キャリア形成について

筆者が多くの研究者・技術者に会って常々言うのは、「貴方が考えている程、会社は貴方の事を考えていてはくれない」ということです。自分を守るのは自分、これが大原則です。予測不能な社会の中で確かな道筋を歩むためには目的が必要です。漠然と会社で出世したいというようなものでは、何が出世に繋がるかなど予測出来ない社会は乗り切れません。

自分は何になって何を成したいのかを追求し、それを成し遂げる道筋を自ら選んで行く事が大事です。このためには自分の事を知る必要がありますが、自らの事を掘り下げて知ろうとしていない人が日本には多いようです。知っているようで、意外と自分の事が見えていない。これは十分に自分を知る努力していないからです。自分の事を理解出来ていないと他人の事を理解することが難しくなります。自分を知ることによりキャリア形成の道筋が見えてきます。

また所属組織が通常行っている事が間違っていないかどうかは、その組織の外に身を置かなければ理解できません。すなわち自分では正しいと思っていることにも、間違いがあるかもしれないと言う事を受け入れる常識を持つ事で、それを確かめるためには所属組織の外との交流・情報交換チャンネルを持つことだと考えられますこれは誤った判断によりキャリア形成を見誤ることを防ぐために重要です。

６－２組織外とのネットワーク

組織外とのネットワークは努力して築きあげるもので、簡単に出来るものではありません。学会などのつき合いも一つの組織外とのネットワークですが、つきあいの中身が比較的薄く、本当に何か重要な事が発生した時には、あまり頼りにならないのではないかと私は思っております。つまりもっと人間的な深みのある人脈に繋がるネットワークが必要なのです。この人脈を築くためには積極的に外に出て、恥ずかしがらずに自分を曝さなければなりません。

今後のビジネスにおいても社外とのネットワークは必須であり、不足する様々な情報を迅速に手際よく収集する事が出来るかどうかは、社内外で競争にうち勝つための一つの条件となります。サラリーマンが定年退職を迎えた時、今まで会社の業務上で築いたチャンネルは利用出来るでしょうか。これは、やりようによれば利用出来る人脈として再生することは可能ですが、思った程簡単な事ではないので、綿密な下準備が必要となります。会社にいる時から独自の情報発信などをすることは、一つの方法です。

６－３国際社会とのつきあい

現代は国際競争社会の中で生きなければならないが、国際社会で生きる上で日本人は日本人の特徴を良く理解していなければなりません。しかし、社外に身を置かなければ社内の常識が世間で通用するものか分からないという事と同じで、国外に身を置かなければ日本の特殊性は理解出来ません。海外の人から見て日本人は非常に特殊な人間として見られる事が多々あります。これは日本の文化的な特徴とも関連ありますが、海外の常識というものも理解しておく必要があります。海外では生きる上で明確な目的とビジョンを持つことは至極当然の事と考えられていますが、このことが曖昧になっている日本人が多くいます。これは海外の人にとっては考えられない事です。考えられないという事は信用出来ないという事に繋がります。

筆者も世界の様々な国を見て来ましたが、自分の生きる目的とビジョンに対する認識が日本ほど稀薄な国は他には見あたらなかったと思われます。日本人に他の国々の人と際だって異なる特徴があるのであれば、これを把握しないで国際社会とつき合えば、必ず誤解と不信感が生まれてしまいます。したがって積極的に海外に出て外国人との軋轢をたくさん経験することも大事です。海外に出る手段としては、若い方にはワーキングホリデーと言う制度があり、社会人に対して海外企業での職務体験を斡旋するサービス（有償ではありますが）があります。このサービスを利用して、８ヶ月間イギリスの環境関係の会社に勤務し、大いに触発されたという例もあります。

７．人生観と人材

７－１生きる目的とビジョンを得るためには

自分を知ろうとする場合、二つの方向性があります。一つは外部との接触による方向で、これには既に述べた社外とのネットワークや海外に出かけるようなことで、もう一つは自分を内面的に掘り下げることです。そして自分を内面的に掘り下げることの中から生きる目的やビジョンが見えて来るのですが、これを避けている、あるいは意識していない方が多いようです。通常の生活では、生きる目的やビジョンの有無が大きな問題になることはないが、何か精神的なストレスを生むような事が発生した場合、これに立ち向かえるかどうかはビジョンの有無が意味を持つことになります。

７－２人生の総体的な苦労は総量として同じである

筆者が常々意識している事があります。これは本当に沢山の様々な年代の方々と対面した中で感じ取ったことなのですが、人生の中で人が受ける苦労の総量は大体同じだろうということです。そして若い時の苦労は全てを薬にする事が出来るが、年を取ってからの苦労は毒になる事が多いということで、だから若いときの苦労は買ってでもしろという格言は大変に正しいことだと思うようになりました。しかし実際は苦労が発生しそうな事を先送りにするケースが多いようです。今後私の世代である団塊の世代が大定年時代を迎えますが、この時代を無事に越えられるかは、苦労の先取りをしたか、しなかったが意味を持つと考えています。その意味で言えば、大いに苦労の先取りをしてきた筆者などは、これからは仲間の奮闘を助ける立場にいるのだと考えています。

７－３歴史的時間と自己時間の同期化

私が何かを決断する時に良く考える事があります。それは地球の歴史的時間と人類の歴史的時間の比較です。つまり人類の歴史は地球の歴史的時間から見ると、一年間を全地球時間とすると１２月３１日、午後１２時５０分過ぎに人類の歴史が始まり、その中の一瞬を生きているのが自分であるということです。しかし、それでありながら現在の日々が永続するような錯覚を多くの方は持っています。この現実を直視し、自分が人間として生まれた意味を考えると私の決断の方向は見えて来ます。一旦この考え方で方向を決めると、次回の決断も前回の決断を否定しないために自ずと方向が決まってきます。

但し、この方法が本当に正しい方法であるかどうかは個人差があり、だれにとっても正しい選択であるとは言い切れませんが、一つの考え方として紹介しました。以前、出会った面白い発想に月に地球を撮影する局を設置し、宇宙から眺める地球の像を２４時間放映するというものがありました。地球を丸い球体として日々眺めれば、物事に対する考え方も変わるものと思われます。些細な事にくよくよせずに、かけがいのない地球を大事にする気持を持つようになるのではないでしょうか。

７－４異分野に成長性を求める（専門性の水平展開）

現在の産業界において成長性が望めるテーマを探すのは難しいと考えられ、今後の成長する分野とは、自分の専門的な知識・経験を異分野に展開する事により得られると考えています。専門性の水平展開のためには異分野に対する興味を持つ事が必要となります。しかし、自分の専門業界にいれば安心していられますが、異分野で自分の専門性を展開するには勇気が要ります。勇気を得るには小さな勇気を積み重ねる事が大事です。積み重ねが自分の中に自信を作り、その自信を梃子に更に一歩を進める事で自分の意識改革が進みます。

最近の事例ですが、ある環境物質の浄化と言うことで様々な技術提案を受けました。しかし、一人だけ通常の化学的考え方とは異なる方法で問題解決に挑戦している方がいました。彼は元々建設関係の仕事にかかわっていましたが、建設業界の低迷を予測して環境分野での事業を１５年程追いかけてきました。勿論化学的な事もしっかり調査しておりますが、彼の強みは常識に囚われない所にあります。所謂、常識と言うものが目を曇らせ、新たな発想を阻害するケースがありますが、彼はだれもが考えもしない天然の物を持って来ることにより問題を解決しようとしています。彼の発想の原点には、自分が所属した建設業での経験が生きていますが、まさに専門知識・経験の水平展開が新たな発想に繋がる実例であるといえます。

8.最後に

これからの時代を厳しい時代だと考える事も出来ますが、同時にやり甲斐のある時代だと捉える事も出来ます。つまり本当に優れていれば企業や国籍・国境を飛び越えて、世界で評価を得ることが出来るわけで、私のような考えをもっていれば、まさに待ち望んでいた時代とも言えます。物事は否定的に捉える事も出来ますが、肯定的に捉える事も出来ます。これから間違いなく進む世界の方向について否定的に考えても時代が逆回転することはありません。どうせ進むならば、前向きに楽しくやらないと、より大きな発展性は得られません。苦労があるなら、この苦労を克服する事により自分は大きく成長できる、そのための薬と考えれば良いのです。つまり何事も自分の気持次第であり、気持を切り替えることにより、激動の時代を大いに楽しむことができます。
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